
　

平
成
26
年
度
東
京
支
部
総
会
が
5

月
24
日
に
日
本
教
育
会
館
の
喜
山
倶

楽
部
で
行
わ
れ
た
。
母
校
よ
り
倉
田

吉
春
学
校
長
、
原
康
倫
教
頭
、
小
平

紀
文
、
小
口
祐
希
枝
同
窓
会
事
務
局

員
に
出
席
い
た
だ
き
、
恩
師
で
は
北

澤
潤
一
郎
、
五
藤
慶
子
、
茅
野
正
、

千
葉
安
都
子
、
増
澤
三
平
、
両
角
は

つ
の
諸
先
生
方
に
ご
出
席
い
た
だ
い

た
。
同
窓
会
本
部
か
ら
は
大
久
保
一

会
長
は
じ
め
15
名
の
参
加
が
あ
り
、

東
海
支
部
長
の
小
口
正
人
氏
も
出
席

し
た
。
東
京
支
部
会
員
と
合
わ
せ
る

と
約
1
3
0
名
の
出
席
者
と
な
り
盛

大
な
総
会
と
な
っ
た
。

　

会
は
野
田
副
支
部
長
の
司
会
で
物

故
者
へ
の
黙
祷
、
原
副
支
部
長
指

揮
、
石
田
ひ
ろ
江
会
員
の
ピ
ア
ノ
伴

奏
に
よ
る
校
歌
斉
唱
で
始
ま
っ
た
。

　

武
藤
支
部
長
は
挨
拶
で
日
頃
の
支

部
運
営
へ
の
協
力
に
感
謝
し
、
更
に

支
部
が
発
展
す
る
よ
う
支
援
を
訴
え

た
。
倉
田
学
校
長
か
ら
は
母
校
の
近

況
や
県
下
の
高
校
の
再
編
な
ど
の
説

明
が
あ
り
、
恩
師
を
代
表
し
て
北
澤

潤
一
郎
先
生
か
ら
懐
か
し
い
教
員
時

代
の
思
い
出
や
同
窓
会
へ
の
出
席
の

お
話
が
あ
っ
た
。
大
久
保
会
長
か
ら

は
母
校
の
創
立
百
周
年
へ
の
協
力
要

請
が
あ
っ
た
。

　

続
い
て
議
事
に
入
り
平
成
25
年
度

業
務
報
告
と
会
計
収
支
報
告
、
同
監

査
報
告
が
あ
り
、
満
場
一
致
で
承
認

さ
れ
た
。
続
い
て
若
干
の
役
員
改
選

の
報
告
が
さ
れ
た
。

　

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
支
部
長
の

友
人
で
あ
る
高
橋
正
雄
氏
に
よ
る
オ
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5
月
17
日（
土
）午
後
3
時
30
分

よ
り
本
会
の
総
会
に
先
立
ち
諏
訪
支

部
定
期
総
会
が「
ラ
コ
華
乃
井
ホ
テ

ル
」に
て
開
催
さ
れ
た
。

議
事

一
・
平
成
25
年
度
事
業
報
告
、
会
計

報
告
並
び
に
監
査
報
告
。
承
認

一
・
役
員
改
選
。

支
部
長（
高
島
地
区
）宮
下
孝
正

副
支
部
長（
城
北
地
区
）宮
坂
正
義

副
支
部
長（
高
島
地
区
）河
西
克
朗

副
支
部
長（
城
南
地
区
）内
山
ま
さ
子

副
支
部
長（
四
賀
地
区
）北
澤
淳
志

副
支
部
長（
豊
田
地
区
）守
矢
常
夫

副
支
部
長（
中
洲
地
区
）矢
島
政
紀

副
支
部
長（
湖
南
地
区
）藤
澤
輝
雄

監　
　

事（
高
島
地
区
）高
橋
道
子

監　
　

事（
高
島
地
区
）二
木
槙
人

一
・
平
成
26
年
度
事
業
計
画（
案
）、

会
計
予
算（
案
）。
以
上
原
案
ど

お
り
承
認
可
決
さ
れ
た
。

諏
訪
支
部
定
期
総
会

　

10
月
18
日
同
窓
会
下
諏
訪
支
部
の

総
会
が
下
諏
訪
町
の「
食
祭
館
」に

於
い
て
本
部
会
長
大
久
保
一
様
は
じ

め
役
員
の
方
々
、
倉
田
吉
春
校
長
先

生
、
そ
し
て
増
沢
三
平
先
生
を
ご
来

賓
に
迎
え
て
盛
大
裡
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
茅
野
正
先
生（
28
年
卒
）に

よ
る
ご
講
演
を
い
た
だ
き「
江
戸
時

下
諏
訪
支
部
総
会
開
催

席
し
た
。

　

新
支
部
長
に
10
年
つ
と
め
た
林
清

次
支
部
長
か
ら
阿
部
義
弘
さ
ん
を
選

任
。
林
前
支
部
長
は「
諏
訪
実
業
高

校
の
伝
統
と
和
を
中
心
と
し
た
岡
谷

支
部
を
、更
に
盛
ん
に
し
て
ほ
し
い
」

と
挨
拶
し
た
。

　

阿
部
新
支
部
長
が
岡
谷
支
部
は「
和

と
連
携
が
何
よ
り
の
財
産
、
新
し
い
会

岡
谷
支
部
総
会
開
催

B
ク
ラ
ス
同
級
会

今
年
第
一
回
目
開
催

　

6
月
7
・
8
日
に
蓼
科
グ
ラ
ン
ド

ホ
テ
ル
滝
の
湯
で
今
年
第
一
回
目
の

同
級
会
を
泊
ま
り
で
行
い
ま
し
た
。

卒
業
後
、
毎
年
2
回
開
催
を
目
標
に

オ
カ
リ
ナ
演
奏
と

諏
訪
大
社
に

つ
い
て
の
講
演

オ
カ
リ
ナ
演
奏
と

諏
訪
大
社
に

つ
い
て
の
講
演

カ
リ
ナ
演
奏
が
あ
り
、
澄
ん
だ
音
色

に
魅
了
さ
れ
た
。
オ
カ
リ
ナ
の
伴
奏

に
合
わ
せ
て
「
浜
辺
の
歌
」
な
ど
6

曲
を
全
員
で
斉
唱
し
、
楽
し
ん
だ
。

　

続
い
て
本
校
53
年
卒
業
の
浅
野
正

美
氏
に
よ
る
「
諏
訪
大
社
の
古
代
信

仰
」
と
題
す
る
講
演
が
あ
り
、
ス
ラ

イ
ド
を
使
っ
た
か
な
り
詳
し
い
系
図

説
明
も
あ
り
、
大
変
興
味
深
い
お
話

旧
交
を
温
め
よ
う
と
、
50
年
以
上
続

け
て
い
ま
す
。
遠
方
の
友
か
ら「
そ

ろ
そ
ろ
や
ら
な
い
か
」と
い
う
催
促

が
万
年
幹
事
の
も
と
に
入
る
が
、
こ

の
催
促
が
今
ま
で
続
け
ら
れ
て
い
る

主
な
要
因
で
す
。

　

隅
田
川
下
り
の
屋
形
船
で
宴
会
を

し
た
り
、
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
を
見

た
り
、
石
和
温
泉
等
に
行
っ
た
り
し

て
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

我
が
B
組
は
ダ
ベ
リ
ン
グ
を
得
意

と
す
る
者
が
多
く
、
笑
い
の
絶
え
な

い
ク
ラ
ス
で
、
深
夜
ま
で
飲
み
明
か

し
語
り
合
う
二
日
間
で
す
。
た
だ
今

回
少
し
残
念
だ
っ
た
こ
と
は
、
参
加

者
が
今
ま
で
で
一
番
少
な
く
10
名
だ

け
だ
っ
た
こ
と
で
す
。（藤

澤
輝
雄 

記
）

東
京
支
部
総
会
開
催

で
あ
っ
た
。

　

懇
親
会
は
宮
下
孝
正
副
会
長
の
乾

杯
の
音
頭
で
始
ま
り
、
恩
師
、
本
部

役
員
、
他
支
部
の
人
々
、
会
員
同
士

の
歓
談
が
続
い
た
。
出
身
中
学
校
別

に
ス
テ
ー
ジ
で
懐
か
し
い
歌
を
合
唱

し
、
全
員
で
逍
遥
歌
を
歌
い
、
万
歳

三
唱
、
飛
び
入
り
の
木
遣
り
や
エ
ー

ル
も
あ
り
、
5
時
間
に
及
ぶ
総
会
と

懇
親
会
が
お
開
き
と
な
っ
た
。

（
東
京
支
部
長　

武
藤
光
史 

記
）

代
の
貨
幣
制
度
と
物
価
」の
講
演
で

当
時
の
暮
ら
し
と
現
在
の
物
価
と
の

比
較
を
資
料
に
も
と
づ
き
お
話
し
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

武
居
範
好
支
部
長
ご
勇
退
の
為
、

支
部
長
改
選
の
議
事
に
入
り
満
場
一

致
で
次
期
支
部
長
に
渡
辺
啓
吾
氏

（
38
年
卒
）に
就
任
い
た
だ
い
た
。

　

次
期
支
部
役
員
は
次
の
通
り
で
す
。

支
部
長　

渡
辺
啓
吾

副
支
部
長　

武
居
千
代
子
・
北
村
勝

人
・
佐
藤
美
恵
子
・
山
田
ち
づ
子
・

藤
森
康
弘
・
鈴
木
純
子

事
務
局
長　

尾
上
貴
臣

副
支
部
長　

花
岡
廣
子（尾

上
貴
臣 

記
）

　

校
歌
斎
唱
に
始
ま
り
逍
遥
歌
で
終

わ
り
岡
谷
支
部
総
会
は
4
月
25
日
岡

谷
市
内
の
中
華
料
理
店
湖
苑
で
開
い

た
。

　

本
校
北
原
康
倫
教
頭
、
大
久
保
同

窓
会
長
、
藤
沢
輝
雄
、
村
田
美
香
子

副
会
長
、
小
口
事
務
局
が
来
賓
で
出

員
と
仲
間
を
増
や
し
て
頑
張
り
た
い
」

と
抱
負
を
語
り
結
束
を
誓
い
合
っ
た
。

　

会
議
は
野
沢
知
之
さ
ん
の
司
会
に

よ
り
原
教
頭
が
学
校
の
現
況
を
説
明

「
同
窓
生
の
協
力
に
よ
り
学
校
行
事

は
順
調
だ
」と
更
に
協
力
を
求
め
た
。

大
久
保
会
長
は「
諏
訪
実
業
高
校
は

近
く
1
0
0
周
年
を
迎
え
る
。
岡
谷

支
部
の
同
窓
生
に
期
待
し
て
い
ま

す
」と
挨
拶
し
た
。

　

続
い
て
叙
勲
、
天
皇
陛
下
の
円
遊

会
に
招
か
れ
た
牛
山
英
一
さ
ん
か
ら

「
私
の
栄
誉
は
諏
訪
実
業
高
校
で
培

っ
た
力
と
同
窓
生
皆
さ
ん
の
後
押
し

の
力
が
大
き
い
。
社
会
の
一
員
と
し

て
学
校
の
誇
り
と
し
て
更
に
頑
張
り

た
い
」と
語
っ
た
。

　

10
年
ぶ
り
の
総
会
と
あ
っ
て
懐
か

し
さ
に
手
を
取
り
合
い
、
和
や
か
な

会
話
が
は
ず
ん
だ
。

　
「
入
学
は
し
た
が
毎
日
校
庭
づ
く

り
の
石
拾
い
の
作
業
だ
っ
た
」「
学
校

の
風
呂
に
授
業
中
入
っ
た
の
が
バ
レ

て
、
湯
漬
け
に
さ
れ
た
」「
諏
訪
湖
横

断
に
優
勝
、
母
校
水
泳
部
も
活
躍
し

た
」「
汽
車（
D
5
1
）に
乗
る
の
が

嬉
し
く
て
新
宿
ま
で
行
っ
て
帰
り
授

業
を
サ
ボ
っ
て
立
た
さ
れ
た
。」な
ど

昔
話
が
し
き
り
だ
っ
た
。

　

校
歌
、
逍
遥
歌
、
応
援
歌
を
在
校

生
に
教
え
込
ん
で
ほ
し
い
と
す
る
要

望
が
強
か
っ
た
。（

廣
瀬 

記 

27
年
卒
）

昭
和
36
年
卒

昭
和
37
年
卒
3
年
C
組

昭
和
43
年
卒（
A
ク
ラ
ス
）

石
川
進
先
生
の
傘
寿
と
我
々
の
古
稀

を
祝
う
会

　

平
成
26
年
6
月
2
日
に
朱
白
に
て

「
石
川
進
先
生
の
傘
寿
の
お
祝
い
と

私
た
ち
の
古
稀
を
祝
う
会
」を
開
催

し
、
楽
し
い
一
夜
を
す
ご
し
ま
し
た
。

　

古
稀
祝
い
足
腰
か
ば
い

　

集
ま
る
友
は

　

諏
実
こ
ろ
の
笑
顔
を
偲
ぶ

（
細
川　

元 

記
）

　

同
級
会
を
10
月
16
日
に
上
諏
訪
浜

の
湯
で
4
年
ぶ
り
に
開
催
致
し
ま
し

た
。
久
し
ぶ
り
の
こ
と
で
、
東
京
方

面
か
ら
の
参
加
者
を
含
め
、
22
人
も

集
ま
り
ま
し
た
。
一
人
一
人
近
況
報

告
を
行
い
、
旧
交
を
温
め
な
が
ら
、

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
担
任

だ
っ
た
浜
森
十
先
生
の
ご
出
席
は
頂

け
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
同
日
お
見
舞

に
出
か
け
た
者
が
、
先
生
の
近
況
を

報
告
し
、
目
や
耳
の
衰
え
は
あ
る
も

の
の
昔
の
記
憶
を
し
っ
か
り
覚
え
て

い
る
等
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。
皆
で

昔
を
な
つ
か
し
み
な
が
ら
、
次
回
の

再
会
を
約
束
し
つ
つ
出
席
者
全
員
の

写
真
を
と
り
、
別
れ
ま
し
た
。

　

県
更
生
保
護
大
会
で
、
一
ノ
瀬
勉

さ
ん（
70
）が
長
年
に
わ
た
る
更
生

保
護
活
動
の
功
績
が
認
め
ら
れ
法
務

大
臣
表
彰
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
ノ
瀬
さ
ん
は
1
9
9
8
年
に
保

護
司
に
就
任
し
、
今
年
で
17
年
間
従

事
し
て
き
ま
し
た
。
洋
菓
子
店
を
経

営
し
な
が
ら
、
諏
訪
地
区
保
護
司
会

下
諏
訪
分
区
長
も
努
め
、
保
護
観
察

対
象
者
は
15
件
に
も
及
び
店
の
繁
忙

期
に
も
夜
を
徹
し
て
報
告
書
類
の
作

成
を
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。「
真
面
目

で
落
ち
着
い
た
性
格
が
長
続
き
出
来

た
」と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ま
で
に
も

平
成
24
年
に
は
や
は
り
功
績
が
あ
っ

た
と
し
て
全
国
保
護
司
連
盟
理
事
長

表
彰
も
受
章
し
て
い
ま
す
。
今
回
の

受
章
に
つ
い
て「
保
護
司
の
仲
間
や

協
力
し
て
も
ら
っ
た
皆
様
に
心
か
ら

感
謝
を
し
た
い
」と
語
っ
た
。

諏訪大社について話す浅野さん全員で校歌を唄う

さ
ん

つ
と
む

つ
と
む

一
ノ
瀬　

勉

一
ノ
瀬　

勉

（
昭
和
38
年
卒・下
諏
訪
町
）

（
昭
和
38
年
卒・下
諏
訪
町
）

さ
ん

オカリナを演奏する高橋さん


